
 

 

 

 

飛騨地区 家庭教育学級応援通信 

      

 

  
１ 下呂市立金山小学校（夏休み 在宅取組型家庭教育学級）  思いやり 家族の大切さ            

 

・新たなスタート 

  今年度，金山地区の４つの小学校が統合し，新たなスタートを切りました。もちろんＰＴＡ家庭教育委員会も， 

０からのスタートとなりました。自分たちで何をやろうかを考えてつくっていくことは，大変だったけれどもやりがい

もあったと役員の方々が言われました。役員で意見を出し合いながら，今家庭で大切にしたいことについてテー

マと目的を明らかにし進められたことがすばらしいです。 

・「ありがとう」週間の実践 

  

「ありがとう！」というメッセージは，新たにスタートする４つの学校に

対する思いでもありすてきです。また，親子で「ありがとう」という言葉

を通して感謝の気持ちを伝え合うというテーマ設定は，どの家庭も取り

組みやすく様々な家庭がある中でも無理のない取組につながりました。 

 

・感想 

＜２年生の保護者＞ 

「ありがとう」という言葉を文字や声にすることで，改めて心があた

たまり，大切な一言だなあと感じることができました！！ 子どもも 「あり

がとう」という一言で笑顔になり，親子・家族みんなで取り組めました。 

＜５年生のお子さん＞  

いつも家族に何かしてもらっても，「ありがとう」とあまり言えないの

で，感謝の気持ちを伝えられてよかったです。 

 

統合したばかりの学校の PTA 活動が見事にスタートしました。家庭教育委員会の皆さんが挑戦された「あり

がとう週間」は，各家庭の和をつくるとともに新たな金山小学校の子どもたちの和となることと信じています。 
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「話そう！語ろう！わが家の約束」運動の工夫 

◆令和３年度 家庭教育委員会活動 

【テーマ】 『家族の「和」～子に寄り添う』 

【目 的】 ・子どもたちが家族に褒められ感謝されることで，自分

を肯定し自分の存在に自信を持てるようにする。 

・子どもたちが家族に感謝の気持ちを伝えることで，家族の絆をよ

り深め親子のコミュニケーションを大切にする。 
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２  下呂市立萩原小学校 （夏休み 在宅取組型家庭教育学級）  思いやり 家族の大切さ 

 

・あすなろっこ活動の見直し 

これまで母親委員会では，あすなろっ子活動として ①南ひだ健康

道場体験学習（夏休み 希望制） ②あすなろっ子シェフ ③おにぎり

の日 の３つに取り組んできましたが，コロナ禍により活動の変更を迫

られ見直しが図られました。 

 

・課題に向き合う母親委員会 

唯一継続できそうな ②あすなろっ子シェフは長い間，夏休み中の

活動として定着していたものです。親子で料理に取り組み，その体験

を感想とともに絵または写真を添付して提出するものでした。 

学級ごとに掲示し皆が見られるようにしていましたので，見栄えのよ

い写真中心のレポートとなりがちで，親の負担が増えていきました。ま

た，料理に限定されていたことで母親中心の活動になっていました。    

家族の誰もが参加しやすく，子ども主体で取り組む活動に改善して

いきたいという強い願いのもと，Ｒ２年度より今の活動にな

りました。 

 

・母親委員会 役員の声 

役員の仕事は大変ですが，提出されたものを見るとたくさんのよい

コメントがあり，嬉しい気持ちになりました。家事をがんばった子どもへ

の感謝，またいつもやってくれている家族への感謝の思いが，感想とし

て多く寄せられており，役員を務めることで本校の親子のすてきな姿

を知ることができました。 

   

変えることは簡単なことではありません。しかし，昨年度より母親委員会の皆さんが活動を見直し，本来あるべ

き内容に方向付けされたことに大きな値打ちがあります。２回目（冬休み）の活動も楽しみです。 

<保護者の感想＞ 

・以前よりも活動の幅が広がり参加しやすくなった。 ・がんばってやってくれた後の嬉しそうな顔が印象的だっ

た。 ・洗濯物をきれいにたためずかなり苦労していたが，諦めず何度も頑張っている姿が可愛かった。 ・大

雨の影響で水路にたまった土砂を自分から「掃除をする」と言い，近所の方と一緒に作業した。 

 

＜子どもたちの感想＞ 

・おばあちゃんたちと一緒にやっていると，上手にできるコツを 

教えてくれるから楽しい。 ・家庭科の授業で習ったことが発

揮できて嬉しい。 ・米を洗った。慣れてくると簡単だった。これ

からは親に任せずにやっていきたい。 

 

◆令和３年度 母親委員会活動 

あすなろっこ活動  『いっしょに家事をしてみよう』 

  例） 食事に関すること  掃除に関すること  洗濯に関すること 

 


